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脳
血
管
疾
患
ま
た
は
大
腿
骨
頚
部
骨

折
な
ど
の
疾
患
で
、
急
性
期
を
脱
し
て

も
、
ま
だ
医
学
的
・
社
会
的
・
心
理
的

な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
対

し
て
、
多
く
の
専
門
職
種
が
チ
ー
ム
を

組
ん
で
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
心
身
と
も
に
回
復
し
た

状
態
で
自
宅
や
社
会
へ
戻
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
病
棟
で
す
。

　
《
こ
の
病
棟
で
は
、
病
気
・
怪
我
を

発
症
し
て
か
ら
入
院
す
る
ま
で
の
期
間

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
右
記
表
参

考
）。
例
え
ば
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な

ど
の
脳
卒
中
、
大
腿
骨
頚
部
（
太
も
も

の
付
け
根
部
分
の
）
骨
折
、
脊
髄
損
傷
、

頭
部
外
傷
、
肺
炎
や
外
科
手
術
の
治
療

時
の
安
静
に
よ
る
廃
用
症
候
群
な
ど
で

は
、
発
症
ま
た
は
手
術
後
「
２
か
月
以

内
」、
股
関
節
・
膝
関
節
の
神
経
や
筋
、

靱
帯
損
傷
後
は
「
１
か
月
以
内
」
な
ど

で
す
。》

　

こ
れ
ら
の
患
者
さ
ん
に
対
し
、
チ
ー

ム
各
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
入
院
後
す
ぐ
、

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
起
き
る
、

食
べ
る
、
歩
く
、
ト
イ
レ
へ
行
く
、
お

風
呂
に
入
る
な
ど
（
こ
れ
ら
を
「
日
常

生
活
動
作
」（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
と
い
い
ま
す
）

へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
で
改
善
を
図

り
、
家
庭
復
帰
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

回復期リハビリテーション病棟

疾　　　患 発症から入院
までの期間

1 脳血管疾患、脊髄損傷、
頭部外傷、クモ膜下出血
のシャント術後、脳腫瘍、
脳炎、急性脳症、脊髄炎、
多発性神経炎、多発性硬
化症、腕神経叢損傷等の
発症または手術後、義肢
装着訓練を要する状態

２か月以内

高次能機能障害を伴った
重症脳血管疾患、重度の
頚髄損傷及び頭部外傷を
含む多部位外傷

2 大腿骨、骨盤、脊椎、股
関節もしくは膝関節の骨
折または二肢以上の多発
骨折の発症後または手術
の状態

２か月以内

3 外科手術または、肺炎等
の治療時の安静により廃
用症候群を有しており、
手術後または発症後の状
態

２か月以内

4 大腿骨、骨盤、脊椎、股
関節または膝関節の神経、
筋または靱帯損傷後の状
態

１か月以内

5 股関節または膝関節の置
換術後の状態

１か月以内

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

摂食嚥下訓練

上肢リハビリ装置AR2

電気刺激

特 集
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平
成
12
年
12
月
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
道
内
第
１
号
で
基

準
を
取
得
し
、
平
成
18
年
９
月
に
１
病

棟
を
造
設
し
、
現
在
２
病
棟
１
０
４
床

体
制
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
３
６
５
日
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
と
午
前
７
時
～
８
時
30
分
の
時

間
に
更
衣
（
着
替
え
）
や
ト
イ
レ
な
ど

に
関
わ
る
モ
ー
ニ
ン
グ
ケ
ア
の
実
践
な

ど
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

運
動
療
法
・
機
能
的
訓
練
で
は
徒
手

的
な
治
療
の
ほ
か
、
体
重
免
荷
式
装

置
・
歩
行
ア
シ
ス
ト
機
器
・
ロ
ボ
ッ
ト

ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
・
上
肢
リ
ハ
ビ
リ
装
置

AR²
・
電
気
刺
激
な
ど
最
新
の
機
器
を
取

り
入
れ
、
歩
行
訓
練
や
上
肢
機
能
訓
練

な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
摂
食
嚥
下

訓
練
で
は
、
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
直
接

的
治
療
と
嚥
下
造
影
検
査
の
結
果
を
勉

強
会
に
て
情
報
提
供
を
行
な
い
、
病
棟

患
者
さ
ん
に
再
び
住
み
慣
れ
た
生
活
を
取
り
戻
し
て
頂
く
た
め
に

充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
も
と
、
全
て
の
ス

タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
回
復
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
と
の
共
通
の
認
識
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

在
宅
復
帰
に
向
け
近
隣
の
市
町
村
へ
、

患
者
さ
ん
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
・
看

護
師
が
１
台
の
車
に
乗
り
家
庭
訪
問
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
遠
く
は
１
０
０
㎞

離
れ
た
町
ま
で
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
の
進
捗
状
況
は
、
月
に
１

回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
週
５
回
行
わ
れ

る
ミ
ニ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
参
加
や
活

動
の
状
況
を
他
職
種

（
専
従
医
師
と
看
護

師
、
薬
剤
師
、
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
栄

養
士
、
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

介
護
士
）
で
確
認
し
、

治
療
方
針
の
修
正
な

ど
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
つ
い
て

年齢（平均） ７６．０歳
在宅復帰率 ７６．４％
平均在棟日数 ７７．６日
１日当たりのリハ提供時間 １３４分

Ｈ２８年度データ

体重免荷式装置 歩行アシスト 体重免荷式装置
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◆
シ
リ
ー
ズ
１
「
血
圧
に
つ
い
て
」

　

脳
卒
中
や
急
性
心
筋
梗
塞
は
動
脈
硬

化
が
進
行
し
た
全
身
血
管
病
の
ひ
と
つ

で
す
。

　

発
症
、
再
発
を
防
ぐ
に
は
、
日
々
の

生
活
習
慣
の
見
直
し
も
大
切
で
す
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

は
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
が
多
く
入
院
し

リ
ハ
ビ
リ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
入
院

期
間
中
、
リ
ハ
ビ
リ
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
退
院
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
の
生
活

習
慣
を
一
緒
に
見
直
し
再
発
を
予
防
で

き
る
よ
う
な
関
わ
り
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
今
回
は「
血

圧
に
つ
い
て
」
少
し
ご
説
明
し
ま
す
。

◎
ま
ず
、
血
圧
が
高
い
と
ど
う
な
る

か
？

　

高
血
圧
で
は
、
血
管
の
壁
に
高
い
圧

力
が
常
に
か
か
る
こ
と
で
、
血
管
の
壁

が
障
害
さ
れ
、
壁
が
厚
く
な
り
、
動
脈

硬
化
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
動
脈
硬

化
が
あ
る
と
、
血
管
は
弾
力
を
失
い
、

血
圧
は
さ
ら
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

脳
の
血
管
が
障
害
さ
れ
る
と
、
脳
出

血
、
脳
梗
塞
に
な
り
、
心
臓
の
冠
動
脈

（
心
臓
に
栄
養
を
送
る
動
脈
）
が
障
害

さ
れ
る
と
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に
な

り
ま
す
。

◎
血
圧
は
ど
の
く
ら
い
が
い
い
の
か

血
圧
は
至
適
血
圧
（
１
２
０
／
８
０
㎜

Hg
）を
超
え
て
血
圧
が
高
く
な
る
ほ
ど
、

脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
慢
性
腎
臓
病
な

ど
の
危
険
が
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
医
師
よ
り
特
別
な
指
示
が
な
い

場
合
は
、
家
庭
で
の
血
圧
測
定
に
お
い

て
１
３
５
／
８
５
㎜
Hg
未
満
が
目
安
に

な
り
ま
す
。

◎
高
血
圧
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か

　

高
血
圧
治
療
の
基
本
は
、
生
活
習
慣

の
改
善
で
す
。
食
事
や
運
動
療
法
に
加

え
、
日
常
生
活
の
注
意
と
し
て
、
禁
煙
、

ス
ト
レ
ス
解
消
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
療
法
の
中
心
は
、
減
塩
で
す
。

塩
分
に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
と
り

す
ぎ
る
と
、
体
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
を

薄
め
よ
う
と
し
て
大
量
の
水
を
取
り
込

み
ま
す
。
す
る
と
、体
液
の
量
が
増
え
、

心
臓
の
負
担
が
増
し
、
血
圧
が
上
が
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
高
血
圧
の
食
事

療
法
の
中
心
に
な
る
の
は
、
ま
ず
減
塩

な
の
で
す
。

　

運
動
の
種
類
と
し
て
は
、
特
別
な
制

限
が
な
い
場
合
は
酸
素
を
取
り
込
み
な

が
ら
行
な
う
有
酸
素
運
動
、
た
と
え
ば

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

な
ど
が
適
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
血
圧
が
高
い
場
合
に
、

降
圧
薬
に
よ
る
治
療
を
開
始
し
ま
す
。

降
圧
薬
を
服
用
し
て
い
て
も
生
活
習
慣

の
改
善
は
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

体
調
で
心
配
な
こ
と
が
あ
る
方
は
お

気
軽
に
外
来
な
ど
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
医
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
な
ど
が
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
時
、
家
庭
で

測
定
し
た
血
圧
値
が
わ
か
る
も
の
が
あ

る
と
日
頃
の
血
圧
レ
ベ
ル
を
知
る
手
が

か
り
と
な
り
、
治
療
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
家
庭
で
も
血
圧
測
定

を
続
け
、
自
身
の
健
康
に
関
心
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
の
測
定
に
お
い
て

特
別
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
則

と
し
て
朝
晩
、
で
き
る
だ
け
同
じ
条
件

で
測
定
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

外
来
で
は
血
圧
手
帳
な
ど
の
活
用
も
で

き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く

だ
さ
い
。

　

生
活
習
慣
に
注
意
し
、
血
圧
を
上
手

に
管
理
し
な
が
ら
、
健
康
な
生
活
を
一

緒
に
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

生
見 直 そ う
活 習 慣

南
３
病
棟　

主
任　

上　

野  

志　

穂

　
　
　
　
　

    

（
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
）

シ
リ
ー
ズ
１ 

血
圧
に
つ
い
て

～
シ
リ
ー
ズ
で
生
活
習
慣
の
見
直
し
の
ヒ
ン
ト
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

Health, Heart & Hope
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■  

入
居
者
の
生
活
の
様
子
に
つ
い
て

　

陽
明
園
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
特
養

で
す
。
す
べ
て
個
室
で
、
10
名
単
位
の

ユ
ニ
ッ
ト
毎
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
は
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
共
有
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
浴
室
は
1
・

2
階
に
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
ず
つ
あ
り
、
最

低
週
2
回
は
入
浴
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

入
居
者
の
生
活
は
様
々
で
、
お
部
屋

で
1
人
で
過
ご
す
事
が
好
き
な
方
も
い

れ
ば
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
出
て
き
て
、

他
の
入
居
者
と
話
を
し
た
り
、
テ
レ
ビ

を
観
た
り
、
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
む
方
も
い
ま
す
。
ま
た

食
事
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
中
で
炊
い
た
ご

飯
を
食
べ
た
り
、
み
そ
汁
を
温
め
て
飲

ん
だ
り
す
る
な
ど
、
ど
の
ユ
ニ
ッ
ト
も

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
生
活
し
て
い

ま
す
。

■  

入
居
す
る
た
め
に
は
？

　

入
居
を
考
え
て
い
る
方
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
す
る
か
、
直
接
施

設
に
電
話
い
た
だ
く
と
、
相
談
員
が
丁

寧
に
対
応
し
ま
す
。
通
常
は
、
施
設
に

一
度
来
所
頂
き
、
見
学
を
し
、
入
居
の

説
明
を
聞
い
た
後
、
ご
本
人
・
ご
家
族

が
納
得
し
た
上
で
入
居
の
申
し
込
み
を

し
て
頂
き
ま
す
。
た
だ
、
現
在
入
居
待

ち
の
待
機
者
が
60
名
程
い
ま
す
。
入
居

の
順
番
は
申
込
み
順
で
は
な
く
、
介
護

度
や
身
体
状
況
、
生
活
環
境
な
ど
か
ら

施
設
で
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
の
で
、

申
し
込
ん
だ
か
ら
と
言
っ
て
す
ぐ
に
入

居
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

■  

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
際
は
？

　

通
常
入
居
の
際
は
他
の
医
療
機
関
か

ら
協
力
病
院
の
苫
小
牧
東
病
院
に
変
え

て
頂
い
て
い
ま
す
。
入
居
者
の
方
は
定

期
的
に
通
院
し
て
健
康
状
態
の
把
握
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
で
は
看
護
師
が
数
名
お
り
、

病
院
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
医
療
的
ケ

ア
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
夜
間
は
看
護

師
が
不
在
と
な
る
為
、
日
中
、
夜
間
を

通
じ
て
の
医
療
的
ケ
ア（
痰
の
吸
引
等
）

が
必
要
な
場
合
は
、
施
設
で
の
生
活
が

困
難
と
な
り
ま
す
。

■  

施
設
の
モ
ッ
ト
ー

　

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
推
進
し
な
が

ら
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
大
切
に
し

て
い
く
事
。
ま
た
、
平
成
29
年
度

か
ら
法
人
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
心
に
寄
り
添
い
、
笑
顔
で
サ
ポ
ー

ト
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
法
人
内
の
各
施
設
が

朝
礼
で
唱
和
す
る
な
ど
し
て
、
意

識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社会福祉法人緑星の里　
特別養護老人ホーム陽明園  【定員80名】

〒059-1365　苫小牧市字植苗 51 番地 177　
TEL（ 0 1 4 4 ）5 8 - 2 4 2 1 　  FAX（ 0 1 4 4 ）5 8 - 2 4 2 2 　

介紹設施携連
■  

ご
利
用
の
対
象
者
に
つ
い
て

　

要
介
護
3
以
上
の
高
齢
者
が
対
象
で

す
。
病
気
や
障
害
な
ど
に
よ
り
在
宅

生
活
が
困
難
と
さ
れ
た
高
齢
者
が
介
護

や
支
援
を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。
現
在
男
性
20
名
、
女
性
60
名
が
入

居
し
て
お
り
、
最
高
齢
は
男
性
97
歳
、

女
性
１
０
３
歳
で
、
１
０
０
歳
以
上
の

女
性
が
4
名
入
居
し
て
い
ま
す
。
平
均

年
齢
は
86
・
5
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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し
）
て
、
苦
痛
が
少
な
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

訪
問
時
に
は
体
温
や
血
圧
を
測
り
、

体
を
診
て
、
痛
み
や
息
苦
し
さ
怠
さ
等

は
薬
（
飲
み
薬
・
座
薬
・
注
射
・
点
滴
）

や
他
の
方
法
で
で
き
る
だ
け
緩
和
し
、

他
の
症
状
や
生
活
の
支
障
と
な
る
事
は

な
い
か
、
ご
本
人
・
ご
家
族
の
不
安
は

ど
う
か
等
お
聞
き
し
て
、
薬
以
外
に
リ

ハ
ビ
リ
や
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を

チ
ー
ム
で
行
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
と

は
診
療
所
と
訪
問
看
護
師
さ
ん
、
訪
問

薬
剤
師
さ
ん
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ

ん
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
等
々
と
ご

本
人
・
ご
家
族
と
の
チ
ー
ム
で
、
皆
で

病
気
と
闘
い
ま
た
向
き
合
っ
て
い
き
ま

す
。

　

私
た
ち
が
お
伺
い
す
る
の
は
「
癌
の

治
療
を
行
っ
て
き
た
け
れ
ど
抗
癌
剤
や

免
疫
療
法
の
効
果
が
無
く
な
っ
て
き
た

方
」
や
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
や
多
系
統
萎
縮
症
な

ど
神
経
難
病
が
進
み
出
来
る
こ
と
に
制

限
が
出
て
き
た
方
」、「
間
質
性
肺
炎
や

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
呼
吸
器
疾
患
で
息
苦
し

く
て
出
歩
く
の
が
大
変
な
方
」
等
々
、

難
し
い
病
気
・
状
態
だ
け
れ
ど
「
出
来

る
だ
け
家
で
過
ご
し
た
い
方
」
と
、
そ

の
方
を
家
で
み
た
い
ご
家
族
を
考
え
て

い
ま
す
（
お
一
人
住
ま
い
で
も
訪
問
し

ま
す
）。

　
「
で
き
る
だ
け
家
に
居
た
い
」と
言
っ

て
も
「
大
変
な
時
は
病
院
へ
」
と
考
え

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
家
で
症
状

が
強
く
な
っ
て
も
、
家
で
緩
和
さ
れ
対

応
方
法
が
分
か
る
と
「
こ
れ
な
ら
や
っ

ぱ
り
家
が
い
い
」
と
言
わ
れ
る
方
に
も

沢
山
お
会
い
し
て
き
ま
し
た
。
ど
う
す

る
の
が
良
い
か
一
緒
に
考
え
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
お
家
が
良
け
れ
ば

ず
っ
と
診
ま
す
し
、
病
院
が
安
心
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
ら
病
院
を
ご
紹
介

致
し
ま
す
。

　

少
し
で
も
訪
問
診
療
を
お
考
え
で
し

た
ら
、
主
治
医
の
先
生
や
病
棟
・
外
来

の
看
護
師
さ
ん
、
医
療
相
談
室
へ
ご
相

談
下
さ
い
。
東
病
院
を
介
し
て
私
た
ち

と
直
接
お
話
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

蓮
池
医
師
の
自
己
紹
介

　

昭
和
45
年
に
現
在
の
日
高
町
富
川
で

生
ま
れ
、
旭
川
医
大
を
卒
業
後
に
１
０

年
ほ
ど
基
礎
研
究
に
従
事
し
て
平
成
18

年
か
ら
病
院
勤
務
に
戻
り
ま
し
た
。
京

都
や
名
古
屋
で
一
般
病
院
や
ホ
ス
ピ

ス
、
診
療
所
の
勤
務
を
経
て
今
年
４
月

に
表
町
で
苫
小
牧
ひ
ば
り
緩
和
ケ
ア
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

道
内
人
口
４
位
の
苫
小
牧
も
在
宅
医

療
の
環
境
は
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
私
達
が
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

致
し
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
所
で
ご
家
族

と
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か

苫小牧ひばり緩和ケアクリニック
〒053-0022　苫小牧市表町５丁目１－８
TEL（ 0 1 4 4 ）8 4 - 5 6 3 7 　  FAX（ 0 1 4 4 ）8 4 - 5 6 3 0

介紹設施の域地
　

４
月
よ
り
苫
小
牧
市
で
主
に
訪
問
診

療
を
行
う
診
療
所
を
開
設
致
し
ま
し

た
。

　
「
訪
問
診
療
」
は
具
合
が
悪
い
時
の

臨
時
往
診
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
病
気
で
通
院
す
る
の
が
難

し
い
方
の
所
へ
定
期
的
に
１
～
２
週
間

に
１
回
程
度
お
伺
い
し
て
日
々
の
体
調

を
整
え
（
状
態
が
変
わ
っ
た
時
に
は
24

時
間
対
応
の
往
診
や
訪
問
回
数
を
増
や
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場広の域地
　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ガ
ペ
ー
の
会

（
苫
小
牧
市
）
と
は
、
か
ね
て
よ
り
、

一
昨
年
・
昨
年
と
同
会
主
催
の
ホ
ス
ピ

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
講
師
派

遣
依
頼
を
通
じ
て
、
交
流
を
持
っ
て
お

り
ま
し
た
。
こ
の
度
同
会
が
養
成
さ
れ

た
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
卒
業
さ

れ
た
方
々
が
、
当
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
ご
希
望
が
あ
り
、
平
成

30
年
2
月
よ
り
、
緩
和
ケ

ア
病
棟
に
て
同
会
緩
和
ケ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
虹
」

の
皆
さ
ま
に
、
週
1
回
の

活
動
を
開
始
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん

と
暖
か
く
楽
し
い
時
間
を

持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

詳
し
い
活
動
内
容
は
、

夏
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
ア
ガ
ペ
ー
の
会

の
み
な
さ
ま
、
ご
協
力
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
主
催
で
、
日
頃
地
域

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
医
療
・
介
護

機
関
の
方
々
を
対
象
に
、
第
1
回
緩
和

ケ
ア
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
在
宅
で
Ｐ
Ｃ
Ａ
ポ
ン
プ
を
使
用
す

る
場
合
の
支
援
・
連
携
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
訪
問
診
療
医
・
訪
問
看
護

師
・
病
院
看
護
師
・
調
剤
薬
局
薬
剤
師
・

介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
士
な
ど
54
名

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
Ａ
ポ
ン
プ
と
は
、
が
ん
な
ど
で

痛
み
が
あ
る
方
が
、
痛
み
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
使
用
す
る
機
械
で
す
。
痛
み

が
あ
る
時
に
自
分
で
ポ
ン
プ
を
押
し
て

痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
痛
み
を
抱
え
た
が
ん
患
者

さ
ん
な
ど
が
、
自
宅
で
つ
ら
さ
や
不
安

を
少
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
利
用
し
た
り

し
ま
す
。
当
院
で
も
緩
和
ケ
ア
病
棟
か

ら
ご
自
宅
に
帰
る
方
で
、
訪
問
診
療
医

や
訪
問
看
護
師
・
調
剤
薬
局
薬
剤
師
の

方
々
に
ご
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
き
、

自
宅
で
患
者
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
方

も
お
り
、
今
回
の
研
修
で
も
日
頃
よ
り

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
各
機
関
の
方
々

と
実
際
に
機
材
を
触
り
な
が
ら
、
情
報

の
交
換
な
ど
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域

の
医
療
・
介
護
機
関
の
方
々
と
知
識
や

意
見
の
交
換
や
交
流
が
で
き
る
よ
う
な

研
修
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ま
、
貴
重
な
お
時
間
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
第
１
回
緩
和
ケ
ア
研
修
会
」

平
成
30
年
３
月
７
日
（
水
）
18
時
30
分
～
20
時
00
分

アガペーの会  緩和ケアボランティア「虹」
平成 30 年 2 月～活動開始

患者さん・ご家族のみなさん、
　　　　　ご一緒にいかがですか？

コーヒー・紅茶も準備しています！

日　時：5/17（木）・24（木）・31（木）
　　　　13：45〜 15：00
場　所：緩和ケア病棟　デイルーム
内　容：デイルームの飾りつけやカード作り

お茶やおしゃべりなど、
一緒にひと時
過ごしませんか？

お気軽にお立ち寄りください。お待ちしています。



社会医療法人平成醫塾

苫信明野支店
明野郵便局

苫信美園支店

ステイ

苫小牧市
三光地域包括支援センター
苫小牧市
三光地域包括支援センター

GS ナナカマド郵便局
国道36号線

NTT GS
苫信緑町支店

室蘭方面

苫小牧駅

道南バス
苫小牧営業所

苫小牧東IC

札幌方面

総合経済高校

職業訓練センター

イオン苫小牧ショッピングセンター

支
笏
湖
方
面

〒053-0054　苫小牧市明野新町5丁目1番30号　TEL（0144）55-8811  FAX（0144）55-8822
 E-Mail：heiseiizyuku@tomahigashihsp.or.jp　URL：http://health-heart-hope.com/
※本誌掲載の写真は、すべてご本人許可のもと使用させて頂いております。本誌の一部、または全部を許可なく、複写、複製することはご遠慮願います。

次号は８月を予定してます

私たちは、医療サービスを通じ、地域社会に「安心・安全」を提供します。

診療科目 内科・リハビリテーション科・
 消化器内科・循環器内科・
 呼吸器内科・リウマチ科・放射線科・
 緩和ケア内科・ペインクリニック内科・
 麻酔科（浅野　真）
診療時間 月～金曜日／午前9時～午後4時
 ※健康診断は予約制です
休 診 日 土・日曜日・祝祭日・年末年始

理事長・院長　橋　本　洋　一
病 床 数 260床
 ○ 一般病床　65床
 ・一般病棟10対１入院基本料
 　50床(DPC算定対象病院)　
 ・緩和ケア病棟入院料　15床
 ○ 療養病床　195床
 ・回復期リハビリテーション病棟
 　入院料1   104床
 ・療養病棟入院基本料1 91床
主な医療設備　・ＭＲＩ（1.5T）・マルチスライスＣ
 　　Ｔ・ 2ヘッドガンマカメラ・超音波診
 　　断装置・呼吸心拍監視装置・ホル
 　　ター心電図解析装置・高気圧酸素
 　　治療装置・Ｘ線テレビ（DR） 
 　　・Ｘ線各種撮影装置（CR）・電
 　　子内視鏡・トレッドミル・エルゴメー
 　　ター等 
施　　設  敷地面積　5,342.91㎡
 延床面積
 ◇東　棟　6,237.31㎡ 　 
 ◇南　棟　4,105.23㎡ 
構　　造 鉄筋コンクリート造　地上4階
 駐車場　約75台

■（公財）日本医療機能評価機構認定病院
■リハビリテーション付加機能評価認定病院
■ＩＳＯ９００１認証
■（公社）日本リハビリテーション医学会研修施設
■㈳日本老年医学会認定施設
■㈳日本脳卒中学会認定研修教育病院
■ＮＳＴ稼働施設認定
■健診センター
■苫小牧市三光地域包括支援センター（とまほっと）

1．駅方面より
　　01　永福三条線
　　02　日新国道線
　　03　鉄北北口線
　　21　日の出町線
　　31　苫東工業基地線
 （苫小牧営業所前　下車徒歩１分）
　　25　勇払線
 （職訓センター前　下車徒歩２分)
　　26　沼ノ端線
　　30　千歳空港線
 （職訓センター通　下車徒歩９分）
2．沼ノ端方面より
　　03　鉄北北口線
　　31　苫東工業基地線
 （苫小牧営業所前　下車徒歩１分）
　　25　勇払線
 （職訓センター前　下車徒歩２分)
3．千歳方面より
　　　30　千歳空港線 
 （職訓センター通　下車徒歩９分）

診療のご案内

病院の概要

交通機関のご案内（道南バス）

　医療相談室では、様々なご相談事を承っています。
　例えば、「誰かに話を聞いてほしい」「どうしたらよいかわからない」
そんなことはありませんか？
　ぜひ医療ソーシャルワーカーにご相談ください。
　ご利用されるみなさんの「こうしたい」「こうありたい」という気持
ちを大切にし、目の前の問題解決のお手伝いばかりではなく、かけがえ
のない人生を「自分らしく輝いて生活できること」へのお手伝いを目指
しております。
　お電話または直接南棟１階医療相
談室へお越しください。
　次号からは皆さまが知りたい制度
やトピックスを相談室だよりにて取
り上げていきたいと考えております
ので、どうぞお気軽にお声かけくだ
さい。

リハビリをするための食事
　栄養士の仕事をご存知ですか？
　患者さんへ食事を提供する給食管理と、患者さんの栄養状態を管理す
る 2 つの仕事になります。当院では給食管理は委託業者が担当し、病院
の管理栄養士は患者さんひとり１人の栄養管理を行っています。
　回復期リハビリテーション病棟ではさらにリハビリをするために必要
な食事管理を行っています。

　食事は自宅でも病院でも基本は同じです。
　主食、主菜、副菜をそろえ、３食食事を摂るように心がけましょう。
　さらに１日の中で果物、牛乳やヨーグルト等の乳製品を加えると良い
でしょう。

ご存知ですか？　

えいよう便り

医療相談室

栄養科

入院時の栄養状態を知る
体重、血液データ、入院前の食事状況等確認等

患者さんに合わせたプランを作る
病状に合わせた治療食、リハビリに合わせた

食事の提供、食事の形態等

患者さんの状況を把握する
体重、血液データ、食事の食べ具合等確認し、

必要に応じてプランを変更


